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2A1 ソフト系科学技術の 振興 

0 大熊 和彦 政策科学研究所 ，平澤 冷 東京大学 

1 . はじめに 

ソフト系科学技術は、 科学技術政策大綱 ( 1986 年 ) でも、 基礎的，先導的科学 

技術の一つとして 重点的に振興を 図るべきとされている。 この分野においては、 

我が国では科学技術庁内に 1970 年に設置されたソフトサイエンス 検討会で本格的 
に 取り上げられて 以来、 何度かその振興策が 提唱され、 また研究蓄積と 利用経験 

が重ねられてきた。 しかし、 表 1 にみるよ う に、 近年の開発・ 利用環境の大きな 
変化を ぅ けて、 新たに見直し、 位置づけ直す 必要があ る。 

表 1 , ソフト系科学技術の 重要性が増している 背景 
①世界の文明史的な 潮流 一 高度情報化・ 知識社会への 移行、 知的専門家の 役 

割増大、 政治経済社会文化にわたる 新秩序の摸索 

②我が国の経済社会動向 一 産業社会の高度化、 情報化・国際化・ 成熟化、 
新 ・日本的経営の 構築、 ネットワーク、 組織の時代 

③直面する課題群の 変容一 課題の複雑化，巨大化・ 不確実化、 戦略化、 人間化 
主観・感性・ 情緒的な要素や 参画的過程の 重要化 

④技術の新領域への 展開一 コンピ，一夕，情報技術に 支えられたシステム 技術、 
学習・ コミュニケーション 技術のイノベーション 

⑤学問群の新展開と 再編一 人間とくに認知・ 居 、 考 ・行動の理解の 深化、 複雑さ 、 
粗織や関係についての ア アローチの進展 

2 . ソフト系科学技術の 概念と特徴 

1 ) 新たな概念の 提起 

ソフト系科学技術は 従来、 表 2 のように、 重要な課題領域や 学問領域の例示を 

もって扱われてきた。 現在の関連研究者側に 対する調査結果をみても、 多彩なイ 

メージで受け 取られている。 関連研究者のイメージの 和集合は、 表 2 に示した 従 
来の概念規定の 和集合と殆ど 一致している。 このように包括的に 捉えたソフト 系 

科学技術 ( 群 ) は、 ハード系科学技術 ( 群 ) に対比されるものとして 位置づけるべ 

きであ ろう。 諸外国には、 このような概念に 相当する言葉はなく、 国際的にもユ 

ニークな学問的な 問題提起が可能な 枠組みと い え る   
ソフト系科学技術の 概念は、 対象としてのソフトの 概念を定義することによっ 

て行 う ことが日常語の 語感とも調和し、 原理的にも整合性がとれる。 すな ね ち、 
蕃や解釈という ) 内的過程 み 経過し、 ほ、 考 

( 表現され客体化されて 分かる形に ) 表象された t, の @ ( 
ト なもの． 例 ・ 情報、 システム、 知識、 サ 一 ビス ) を対象とする 科学技術であ る。 
ソフト系科学技術の 概念に基づく 諸研究の位置づけと 相互交流を通じて、 対象 
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表 2 . 従来のソフト 系科学技術の 関連規定の内容 
  

6 号答申 1 1 号答申 
  
          ソフト・サイエンス 検討会 ソ 5 号答申 7 基本設計 ] 関心領域 
  ( 1 9 7 4 年 )  ( 1 9 7 7 年 ) ( 1 9 8 1 年 ) ( 本調査 ) 

ソフト系科学技術       

  (1 97  1 年 ) 
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社会的合意形成 析 、 取り扱う理論   活動の各過程 

の 高度な知的活動 アセスメント 方法 誼 高度シミ，レーシ ， ン 

研究 臆発 活動そのもの 悪 構造問題 
知識を取り扱う 科学技 

  

  
  

街   

基礎・背景 構殺科学   構報 科学 枯報 科学 システムエ 学 システム 誼 

学問 @ システム科学 行動科学 システムエ 字 社会工学 情報処理 

l 数理科学 システム工学 管理科学 行動科学 A@ I 

社会生物学 社会エ学 行動詩料 字 政策科学 認知科学 
行動科学 桂宮エ学 社会科学 枯報 科学 行劫科学 
知的活動に関する 致 理科学 組俺 科学 
科 学 経 9 科学 

政策科学 

の 個別性 ( 既に相当部分が 個別学問として 発展している ) を超えて、 共通性・一 

般性のあ る対象の見方と 取り扱いの方法論を、 論理的、 構造的、 規範的に整備し 

体系化することが 期待できる。 

実用的にみかソフト 系科学技術は、 外界の自然・ 工学システム ( ハードウェア ) 

ないし人間を 含むシステム ( ヒューマンウェア ) の多様な機能を 引き出す利用   運用技術 ( ソ フ ト ウェア ) といえ る 典型的には、 コンセアト、 プロバラム、 プ 

ラクティス等が 明確で共有・ 蓄積できる形態をもつものであ る。 外界の実体的対 

象の利用，運用にあ たっては、 関連する実体の 表象世界での 扱いを本質的に 伴 う 。 

2 ) 特徴と 3 類型 

ソフト系科学技術の 最大の特徴は 、 ( 実体的対象二八一 ドな 対象のように ) 且 

  の           の   " 力               た ナい           " ところにあ る。 その結果、 理論 

等の正当性・ 優位性の規準には 幅広いスペクトラムがあ るので、 ソフト系科学技 

術内部の構造の 整理が重要であ る。 ソフト系科学技術は、 対象がハードウェア か 

ヒューマンウェアかによる 区分、 方法が原理確定的なものか、 発展的・展開的な 

ものかによる 区分によって、 3 類型を区分できる。 これらを表 3 にまとめた。 

監 上文 は 、 対象がハードウェアであ るソフト系科学技術であ るが、 科学技術の 

高度化に伴い 重要性が増している。 これは科学技術の 大規模化、 複雑・多岐・」 

適性の現象の 扱いとともに 実体世界との 照合が困難な 事象を扱 う ことが増え、 ハ 

一 ドウェアのもつ 内在原理に対し 論理整合的な 思考実験やシミュレーションの 役 
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表 3 . ソフト系科学技術の 類型と特徴 

対象の特徴 方法の特徴 具体例 

ハ -Hl 実体として存在する 対象 対象自体に向いかけ、 対象に内在する 原理 ( 自然の摂理 )  自然システム 
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エ的 抽象システム ) を、 思考実験やシミュレーションに よ 

り 操作し、 疑似実体的知識を 集 杖し 理解を深める・ 得られ 

た 結果 き 、 実体世界と照合し、 妥当性を検証する   

対象を外在化し、 主知的に扱うことが 基本的態度であ る・ 

原理確定的な 方法論によるシミュレーションが 中心であ る 

実体の内在原理と 計理接合的なとき、 実証的 客 仮性 な 行 ろ 

人工的物理システム 

人工的抽象システム 

人面活動システム 

大塊 楳 ・複雑・多技にわたる 自然 

・工学システム．一過牲の 自然・ 

工学モデル ( 自然 臆 旗持 ) 、 胡 御ヵ ト 

設計・ さ故 解析シミュレーション ) 

大周・社会システムの 実態的庇面 

をとらえた疑似自然・ 工学システ 

ム ( 世界 軽済軽 ). 生 な 学的社会モヲ * 

意思決定モデル、 ゲーム・モデル )   
人面の自己 惹講に 根ざす深い内的過程 ( 価位 桶 、 世界観，悪 

性、 柑 幼等が支配する ) を経過して抽象された 対象 ( 人面活 

動システム ) を扱う・主知的に 扱うことが国難なので、 人 

面や社会を内在化させ、 内包システムとして 主意的に扱う 

こともあ る．コミュニケーションが 中心となる・ 

発展的・辰市的な 方法論 ( 例えば学習 ) が有効なことが 多い 

前提 無 矛盾な計理接合的検証レベルの 確保をめざす・ 

人間・社会システムの 内的過程自 

体に内在する 硬昧 さや不確実性に 

に右目し、 その本有的側面をとら 

える ア アローチ ( 思考 迂程 、 交渉 

合忘形成などが 腐心．状況記述型 

「ソフトシステム 技法八学習型 フワ 

ジ 4%, レづ，ン 、 参加型 ア アローチ ) 
  

割 が増大したことを 受けている。 情報化による 計算・記憶能力と 画像処理能力の 
革新に支えられた、 研究のデスクトップ 化に相応するものであ る。 簗 は、 ソフト系科学技術の 伝統的かつ中心的イメージを 構成しているもの 
であ り   精撤に 発展した自然科学・ 工学的な方法論を 用いて複雑な 人間・社会 シ 
ヌ 、 テムを扱おうとするものであ る。 0 R やハードなシステマティック・アプロー 

チに 代表されるよ う に、 対象が外在的主知的に 捉えられ、 その実態的側面を 分析 
的 ・定量的・原理確定的を 疑似自然・工学モデルとして 扱える問題解決には 極め 
て 有効であ り   また不可欠のものであ る。 現実の経済社会での 各主体の合理的実 
践 経験や人文   社会科学的な 知見、 観測データの 集積に加え、 コンピュータ 技術 
の 高度化・普及をうけて、 モデリンバとシミュレーションを 中心としたこの 類型 
の科学技術が、 さらに多様に 効果的に整備される 可能性があ る。 
寡ユ 糞は、 人間・社会システムを 対象としているが、 第 2 類の扱 い だけでは捉 
えられない対象や 部分、 すなわち疑似自然，工学モデルとして 把握できないもの 
に 着目し、 この取り扱いを 模索する新しい 方法論であ る。 人間の内的過程自体に 
あ る不確実性や 唆 昧さ 等の、 より深 い 面を捉えるため、 発展的・展開的な 性格を 

もつ方法論として 形成されつつあ る。 人間・組織の 思考過程の解明や 主観による 
不確実性の扱い 方の進展に基づいた、 1 ) " 柔らかい " モデルや 2 ) 対話型の発 

展モデルの導入、 3 ) 主体的側面を 内包する参加型システムとしての 構想、 4 ) 
対象のモデル 化よりも明確な 状況記述から 開始するアプローチ 等の試み、 等がこ 
の 範略 に入り、 多くのものが 学習とコミュニケーションの 形態をとっている。 
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表 4 . ソフト系科学技術の 重要課題領域 例 

[ a  自然・エ学 系 ( 第 1 類 ソフト系科学技術の 対象 ) 課題への対応 ] 

1 . 科 学 技術の高度化・ 知識集約化の 支援 

2 . 大規模巨大技術の 設計・制御・ 椎持 ・管理等の支援 

3 . 広域・複雑多岐にわたる 自然現象・エ 学現象の解明   

[ b  人間・社会系 ( 第 2 . 3% ソフト系科学校綺の 対象 ) 課題への対応 ] 

4 . 拡大・複合・ 高度化する技術インクフェースの 人間工学・感性工学・ 認知エ学的な 改善 

5 . 人間・ 姐 蹄の知的活動メカニズムの 解明 

6 . 高度 梢報化 ・知識社会に 対応する教育・ 学習システムの 開発 

7 . 知的活動環境のインテリジェント 化、 アート支援 

8. 研究開発等の 高度知的活動組織の 創造性マネジメントの 展開 

9 . 不透明・大転換期に 対応する 新 ・日本的桂宮の 捌 造 

( 1 ) 戦略的マネジメント ( 2 ) 焦思決定システム ( 3 ) 粗櫛活性化と 人材開発 

1 0 ．国際的貢献をし ぅ 8 科学技術政策と 日本型科学技術開発システムの 構築 

( 1 ) 国際的視野に 立った政策形成 ( 2 ) 推進マネジメント ( 3 ) 人間社会との 調和 

1 1 . 国際化・高度 構報 ・成熟社会への 適応を図る公共政策の 展開 

( 1 ) 産業 席造 高度化 ( 2 ) 社会開発 ( 3 ) 危臆 管理 ( 4 ) 新しい秩序・ 基準 

1 2 . 多様な 梢報 環境の整備を 通じた社会的コミュニケーションの 展朋 

( 1 ) メディアとネットワーク、 脩報 ・知識べース ( 2 ) マニュアル・ 展示技術 

3 1 グローバル・イシュー ( 国際政治，経済・ 文化 ) の間 題 発見・解明と 政策協調   
( c  確定的方法論 ( 第 1 . 2 類 ソフト系 科 ￥技術の方法論 ) の開発 ] 

1 4 . 指標化・数量化等を 前提とした数理的・ 構殺処理的方法論、 システマティックな 方法論の研究開発 

1 5 . 発想・思考・ 判断等の「科学化」を 指向する方法論の 研究開発 

1 6 . 専門家の知識や 軽軟のコンビュ 一夕化を図るための 方法論の研究開発 ( 知的活動の代行・ 拡張 )   
[ d  発展的方法論 ( 第 3 類 ソフト系科学技術の 方法論 ) の開発 ] 

1 7. 主観に基づく 複雑さ・不確かさを 扱 う 方法論の研究開発 

1 8. 対話的コンビュータ・システムの 研究開発 ( 知的活動の支援・ 刺激 ) 

1 9, 人間内在型システムの 形成・運用等に 関わる方法論の 研究開発 

2 0 ． ( ソフト・システムズ・ ア アローチのような ) 継統的 学 習システムの 方法論の研究開発 

3 . ソフト系科学技術の 重要課題の提起 
ソフト系科学技術は、 学問フロンティアの 対象の性格がモノ・エネルギーから 
情報 ( さらに中でも 意味 ) へのシフトという 歴史的趨勢を 受けて今後重要性が 増 
すこと は 明白であ る。 また高度情報化・ 知識化・国際化した 現代の問題状況を ぅ 

けて、 高度に複雑な 対象の認識や 予測，制御、 デザイン ( 設計八 コミュニケーショ 
ン 、 マネジメ シト 、 意思決定・相互了解・ 合意形成などに 関連する極めて 重要な 
技術領域を含んでいる。 ソフト系科学技術の 重要研究課題領域例を 表 4 に示す。 

本報告は、 昭和 62,63 年度に科学技術庁から ( 財 ) 政策科学研究所が 受託して 

行った 斤 ソフト系科学技術の 研究開発の現状 及ぴ 今後の展開方向についての 調査 山 
を 基礎にしている。 委託調査の管理と 発表に便宜を 与えられた担当部局に 深く感 
謝するものであ る。 
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